
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 広島アニマルケア専門学校 
設置者名 学校法人 英数学館 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

文化・教養  

専門課程 

動物看護学科 

動物看護ｺｰｽ 

飼育技術専攻 

3年課程 

夜 ・

通信 
10単位 9単位  

動物看護学科 

動物看護ｺｰｽ 

動物看護専攻 

2年課程 

夜 ・

通信 
10単位 6単位  

動物看護学科 

動物看護ｺｰｽ 

3年課程 

夜 ・

通信 
10単位 9単位  

動物管理学科 

ｸﾞﾙｰﾐﾝｸﾞｺｰｽ 

夜 ・

通信 
10単位 6単位  

動物管理学科 

ﾄﾞｯｸﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺｰｽ 

夜 ・

通信 
10単位 6単位  

動物管理学科 

ﾄﾞｯｸﾞｾﾗﾋﾟｰｺｰｽ 

夜 ・

通信 
10単位 6単位  

（備考）  

    動物管理学科専攻科については、令和 5年度より募集停止。在学者数 0名 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本校の冊子にて閲覧可能、開示請求があれば随時閲覧可能。 

本校ホームページにて公表している。 

（http://animal.ac.jp/） 

 

 

 

 

 

about:blank


  

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 広島アニマルケア専門学校 
設置者名 学校法人 英数学館 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

法人本部事務所で冊子にて閲覧可能、開示請求があれば随時閲覧可能。 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 幼稚園長 
2023/6/1 ～

2025/5/31 

学園の財政改革を

主として法人運営

全般に対する指導・

助言 

非常勤 会社員 
2023/6/1 ～

2025/5/31 

学園の広報活動を

主として法人運営

全般に対する指導・

助言 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 広島アニマルケア専門学校 
設置者名 学校法人 英数学館 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業科目ごとに、「単位数」「対象学科」「授業形態」「必修・選択の別」「開講時期」「担

当者名（実務経験歴等）」「授業目的」「達成目標」「授業内容とスケジュール」「授業時

間外に必要な学修」「テキスト」「参考書」「成績評価」について記載したカリキュラム

ブックを作成し全学生に公表、配布している。その中で、卒業までの履修一覧表も公

表、配布している。 

 各科目のシラバスに関しては、毎年次年度担当教員に対し、11月頃を目途に作成、

変更等の依頼をし、翌年 2月頃を目途に、取りまとめ、校正を行い、3月中に刊行、4

月に公表・配布している。 

授業計画書の公表方法 

全学生にカリキュラムブックを作成し、公表・配布してい

ると共に、本校ホームページにおいても公表している。 
（http://animal.ac.jp/） 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

about:blank


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

１ 成績評価 

① 各科目とも試験及び平素の学習活動を考慮し総合評価する。（100点満点） 

② 再試験で60点以上の得点があっても、評価は60点とする。 

 

２ 成績の評定 

  次のように定める。 

評 定 評    価 判 定 

優 ８０点以上 単位認定 

良 ７０点以上  ７９点以下 単位認定 

可 ６０点以上  ６９点以下 単位認定 

不可 ５９点以下 単位不認定 

 

３ 試験の時期･方法等 

①  前期・後期の定期試験を一定の時期に行う。 

ただし、科目によっては定期試験の日程より以前に行うものもある。 

     その日程は１週間前に掲示する。 

②  試験の方法は、筆記、口述、レポート、実技等の中から担当教員が定め 

る方法で行う。 

③  定期試験を欠席した場合は、再試験を受験すること。 

④  定期試験で、成績が５９点以下の場合は再試験を受験すること。 

⑤  授業出席時間数が授業実施時間数の３分の２に満たない者は定期試験受   

験資格がないものとする 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本校では、GPA 等の指標は導入していないが、成績分布に関してはコース毎に成績順

位を集計し、成績分布状況における自身の成績を把握できるようにしている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生便覧を作成し、記載している。学生便覧は全学生に配

布・公表している。 

本校ホームページにおいても公表している。 

（http://animal.ac.jp/） 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

about:blank


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業認定 

① 卒業の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素    

の学習の学習成績等を基礎（年度末に行われる卒業判定会議において審

議し校長に報告する。）として、校長が学園長と協議の上これを認定 

する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学生便覧を作成し、記載している。学生便覧は全学生に配

布・公表している。 

本校ホームページにおいても公表している。 
（http://animal.ac.jp/） 

 

  

about:blank


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 広島アニマルケア専門学校 
設置者名 学校法人 英数学館 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 事務所で冊子にて閲覧可能 
収支計算書又は損益計算書 事務所で冊子にて閲覧可能 
財産目録 事務所で冊子にて閲覧可能 
事業報告書 事務所で冊子にて閲覧可能 
監事による監査報告（書） 事務所で冊子にて閲覧可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文 化 ・ 教 養 

専門課程 

動物看護学科 

動物看護ｺｰｽ 

飼育技術専攻 

（3年） 

〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼 

 

113単位時間／単位 

95   

単位時間

/単位 

18   

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

113単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 31人 0人 1人 15人 16人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 授業科目ごとに、「単位数」「対象学科」「授業形態」「必修・選択の別」「開講

時期」「担当者名（実務経験歴等）」「授業目的」「達成目標」「授業内容とスケジ

ュール」「授業時間外に必要な学修」「テキスト」「参考書」「成績評価」について

記載したカリキュラムブックを作成し全学生に公表、配布している。その中で、卒業

までの履修一覧表も公表、配布している。 

 各科目のシラバスに関しては、毎年次年度担当教員に対し、11月頃を目途に作成、

変更等の依頼をし、翌年 2月頃を目途に、取りまとめ、校正を行い、3月中に刊行、

4月に公表・配布している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１ 成績評価 

①各科目とも試験及び平素の学習活動を考慮し総合評価する。（100点満点） 

②再試験で60点以上の得点があっても、評価は60点とする。 

 

２ 成績の評定 

  次のように定める。 

評 定 評    価 判 定 

優 ８０点以上 単位認定 

良 ７０点以上  ７９点以下 単位認定 

可 ６０点以上  ６９点以下 単位認定 

不可 ５９点以下 単位不認定 

 

３ 試験の時期･方法等 

①  前期・後期の定期試験を一定の時期に行う。 

ただし、科目によっては定期試験の日程より以前に行うものもある。 

      その日程は１週間前に掲示する。 

②  試験の方法は、筆記、口述、レポート、実技等の中から担当教員が定め 
る方法で行う。 

③   定期試験を欠席した場合は、再試験を受験すること。 



  

④   定期試験で、成績が５９点以下の場合は再試験を受験すること。 
⑤  授業出席時間数が授業実施時間数の３分の２に満たない者は定期試験     

受験資格がないものとする 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１．卒業認定 

卒業の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる卒業判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長が学園長と協議の上これを認定する。 

する。 

２．進級認定 

 進級の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる進級判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長がこれを認定する。 

学修支援等 

（概要） 
担当制により各学年に担当を配置し、学生との連絡、相談体制を整えている。 

遅刻、欠席等頻回な学生や成績不振等の学生があれば面談等により個別指導・相談を行

う等してサポートしている。欠席、遅刻等が目立つ学生に関しては、担当を中心に保護者

へ連絡し出席等を促し、注意喚起を行う等して学業に遅れがでないよう、また、退学、留

年等を防ぐよう努めている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

9人 

（  75.0％） 

3人 

（  25.0％） 

（主な就職、業界等） 

 動物実験関係企業、動物病院、動物園 他 

（就職指導内容） 

  ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習、求人票の見方、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ、履歴書記入指導、就職説明会の開催、

面接指導、就職試験応募から就職までの流れ説明・過ごし方説明 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  認定動物看護師、実験動物 2級技術者 

愛玩動物飼養管理士 1級、愛玩動物飼養管理士 2級 

ﾍﾟｯﾄ栄養管理士、ｻｰﾋﾞｽ接遇検定 3級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  44人 3人  6.8％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 担当制を布いており、各学年に担当を配置している。学業面で、学業不振、出席不

足等あれば、個別面談・相談・指導を行いサポートしている。 

 学生生活面においても、個別相談に応じる等し、適切に助言できる体制を整えてい

る。併せて、保護者との連絡調整を行い、家庭と学校で統一認識及び対応ができる体

制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文 化 ・ 教 養 

専門課程 

動物看護学科 

動物看護ｺｰｽ 

（3年） 

〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

 

昼 
 

117単位時間／単位 

89 

単位時間

/単位 

23 

単位時間

/単位 

5 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

117単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50人 60人 0人 3人 16人 19人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業科目ごとに、「単位数」「対象学科」「授業形態」「必修・選択の別」「開講時

期」「担当者名（実務経験歴等）」「授業目的」「達成目標」「授業内容とスケジュ

ール」「授業時間外に必要な学修」「テキスト」「参考書」「成績評価」について記

載したカリキュラムブックを作成し全学生に公表、配布している。その中で、卒業ま

での履修一覧表も公表、配布している。 

 各科目のシラバスに関しては、毎年次年度担当教員に対し、11月頃を目途に作成、

変更等の依頼をし、翌年 2月頃を目途に、取りまとめ、校正を行い、3月中に刊行、

4月に公表・配布している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１ 成績評価 

①各科目とも試験及び平素の学習活動を考慮し総合評価する。（100点満点） 

②再試験で60点以上の得点があっても、評価は60点とする。 

 

２ 成績の評定 

  次のように定める。 

評 定 評    価 判 定 

優 ８０点以上 単位認定 

良 ７０点以上  ７９点以下 単位認定 

可 ６０点以上  ６９点以下 単位認定 

不可 ５９点以下 単位不認定 

 

３ 試験の時期･方法等 

①  前期・後期の定期試験を一定の時期に行う。 

ただし、科目によっては定期試験の日程より以前に行うものもある。 

      その日程は１週間前に掲示する。 

②  試験の方法は、筆記、口述、レポート、実技等の中から担当教員が定め 
る方法で行う。 

⑥   定期試験を欠席した場合は、再試験を受験すること。 

⑦   定期試験で、成績が５９点以下の場合は再試験を受験すること。 
⑧  授業出席時間数が授業実施時間数の３分の２に満たない者は定期試験     

受験資格がないものとする 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１．卒業認定 

卒業の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる卒業判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長が学園長と協議の上これを認定する。 

する。 

２．進級認定 

 進級の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる進級判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長がこれを認定する。 

学修支援等 

（概要） 

担当制により各学年に担当を配置し、学生との連絡、相談体制を整えている。 

遅刻、欠席等頻回な学生や成績不振等の学生があれば面談等により個別指導・相談を行う

等してサポートしている。欠席、遅刻等が目立つ学生に関しては、担当を中心に保護者へ

連絡し出席等を促し、注意喚起を行う等して学業に遅れがでないよう、また、退学、留年

等を防ぐよう努めている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文 化 ・ 教 養 

専門課程 

動物看護学科 

動物看護ｺｰｽ 

動物看護専攻 

（2年） 

〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 

 

78単位時間／単位 

60   

単位時間

/単位 

18   

 単位時

間/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

78単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 35人 0人 1人 15人 16人 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 授業科目ごとに、「単位数」「対象学科」「授業形態」「必修・選択の別」「開講

時期」「担当者名（実務経験歴等）」「授業目的」「達成目標」「授業内容とスケジ

ュール」「授業時間外に必要な学修」「テキスト」「参考書」「成績評価」について

記載したカリキュラムブックを作成し全学生に公表、配布している。その中で、卒業

までの履修一覧表も公表、配布している。 

 各科目のシラバスに関しては、毎年次年度担当教員に対し、11月頃を目途に作成、

変更等の依頼をし、翌年 2月頃を目途に、取りまとめ、校正を行い、3月中に刊行、

4月に公表・配布している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１ 成績評価 

①各科目とも試験及び平素の学習活動を考慮し総合評価する。（100点満点） 

②再試験で60点以上の得点があっても、評価は60点とする。 

２ 成績の評定 

  次のように定める。 

評 定 評    価 判 定 

優 ８０点以上 単位認定 

良 ７０点以上  ７９点以下 単位認定 

可 ６０点以上  ６９点以下 単位認定 

不可 ５９点以下 単位不認定 

 

３ 試験の時期･方法等 

①  前期・後期の定期試験を一定の時期に行う。 

ただし、科目によっては定期試験の日程より以前に行うものもある。 

      その日程は１週間前に掲示する。 

②  試験の方法は、筆記、口述、レポート、実技等の中から担当教員が定め 
る方法で行う。 

⑨   定期試験を欠席した場合は、再試験を受験すること。 

⑩   定期試験で、成績が５９点以下の場合は再試験を受験すること。 
⑪  授業出席時間数が授業実施時間数の３分の２に満たない者は定期試験     

受験資格がないものとする 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１．卒業認定 

卒業の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる卒業判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長が学園長と協議の上これを認定する。 

する。 

２．進級認定 

 進級の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる進級判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長がこれを認定する。 

学修支援等 

（概要） 

担当制により各学年に担当を配置し、学生との連絡、相談体制を整えている。 

遅刻、欠席等頻回な学生や成績不振等の学生があれば面談等により個別指導・相談を行

う等してサポートしている。欠席、遅刻等が目立つ学生に関しては、担当を中心に保護者

へ連絡し出席等を促し、注意喚起を行う等して学業に遅れがでないよう、また、退学、留

年等を防ぐよう努めている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 22 人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

16人 

（  72.7％） 

6人 

（  27.3％） 

（主な就職、業界等） 

 動物病院、ﾍﾟｯﾄｼｮｯﾌﾟ 他 

（就職指導内容） 

  ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習、求人票の見方、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ、履歴書記入指導、就職説明会の開催、

面接指導、就職試験応募から就職までの流れ説明・過ごし方説明 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  認定動物看護師 

愛玩動物飼養管理士 1級、愛玩動物飼養管理士 2級 

ﾍﾟｯﾄ栄養管理士、ｻｰﾋﾞｽ接遇検定 3級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退 7学者の

数 

中退率 

  67人 7人  10.4％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更、家庭の事情、一身上の都合 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 担当制を布いており、各学年に担当を配置している。学業面で、学業不振、出席不

足等あれば、個別面談・相談・指導を行いサポートしている。 

 学生生活面においても、個別相談に応じる等し、適切に助言できる体制を整えてい

る。併せて、保護者との連絡調整を行い、家庭と学校で統一認識及び対応ができる体

制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文 化 ・ 教 養 

専門課程 

動物管理学科 

ｸﾞﾙｰﾐﾝｸﾞｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 

 

88単位時間／単位 

38   

 単位時

間/単位 

50   

 単位時

間/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

88単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50人 53人 0人 2人 11人 13人 

 
卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１．卒業認定 

卒業の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる卒業判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長が学園長と協議の上これを認定する。 

する。 

２．進級認定 

 進級の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる進級判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長がこれを認定する。 

学修支援等 

（概要） 
担当制により各学年に担当を配置し、学生との連絡、相談体制を整えている。 

遅刻、欠席等頻回な学生や成績不振等の学生があれば面談等により個別指導・相談を行

う等してサポートしている。欠席、遅刻等が目立つ学生に関しては、担当を中心に保護者

へ連絡し出席等を促し、注意喚起を行う等して学業に遅れがでないよう、また、退学、留

年等を防ぐよう努めている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 32 人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

21人 

（  65.6％） 

11人 

（  34.4％） 

（主な就職、業界等） 

 ペットショップ、ペットサロン 他 

（就職指導内容） 

  ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習、求人票の見方、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ、履歴書記入指導、就職説明会の開催、

面接指導、就職試験応募から就職までの流れ説明・過ごし方説明 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 日本警察犬訓練協会訓練士補、JKC公認訓練準士補 

愛玩動物飼養管理士 1級、愛玩動物飼養管理士 2級 



  

ｻｰﾋﾞｽ接遇検定 3級、損害保険募集人 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  59人 2人  3.4％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更、経済的理由 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 担当制を布いており、各学年に担当を配置している。学業面で、学業不振、出席不

足等あれば、個別面談・相談・指導を行いサポートしている。 

 学生生活面においても、個別相談に応じる等し、適切に助言できる体制を整えてい

る。併せて、保護者との連絡調整を行い、家庭と学校で統一認識及び対応ができる体

制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文 化 ・ 教 養 

専門課程 

動物管理学科 

ﾄﾞｯｸﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 

 

84単位時間／単位 

31   

 単位時

間/単位 

53   

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

84単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50人 43人 0人 2人 8人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 授業科目ごとに、「単位数」「対象学科」「授業形態」「必修・選択の別」「開講

時期」「担当者名（実務経験歴等）」「授業目的」「達成目標」「授業内容とスケジ

ュール」「授業時間外に必要な学修」「テキスト」「参考書」「成績評価」について

記載したカリキュラムブックを作成し全学生に公表、配布している。その中で、卒業

までの履修一覧表も公表、配布している。 

 各科目のシラバスに関しては、毎年次年度担当教員に対し、11月頃を目途に作成、

変更等の依頼をし、翌年 2月頃を目途に、取りまとめ、校正を行い、3月中に刊行、

4月に公表・配布している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１ 成績評価 

①各科目とも試験及び平素の学習活動を考慮し総合評価する。（100点満点） 

②再試験で60点以上の得点があっても、評価は60点とする。 

 

２ 成績の評定 

  次のように定める。 

評 定 評    価 判 定 

優 ８０点以上 単位認定 

良 ７０点以上  ７９点以下 単位認定 

可 ６０点以上  ６９点以下 単位認定 

不可 ５９点以下 単位不認定 

 

３ 試験の時期･方法等 

①  前期・後期の定期試験を一定の時期に行う。 

ただし、科目によっては定期試験の日程より以前に行うものもある。 

      その日程は１週間前に掲示する。 

②  試験の方法は、筆記、口述、レポート、実技等の中から担当教員が定め 
る方法で行う。 

⑫   定期試験を欠席した場合は、再試験を受験すること。 

⑬   定期試験で、成績が５９点以下の場合は再試験を受験すること。 
⑭  授業出席時間数が授業実施時間数の３分の２に満たない者は定期試験     



  

受験資格がないものとする 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１．卒業認定 

卒業の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる卒業判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長が学園長と協議の上これを認定する。 

する。 

２．進級認定 

 進級の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる進級判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長がこれを認定する。 

学修支援等 

（概要） 

担当制により各学年に担当を配置し、学生との連絡、相談体制を整えている。 

遅刻、欠席等頻回な学生や成績不振等の学生があれば面談等により個別指導・相談を行

う等してサポートしている。欠席、遅刻等が目立つ学生に関しては、担当を中心に保護者

へ連絡し出席等を促し、注意喚起を行う等して学業に遅れがでないよう、また、退学、留

年等を防ぐよう努めている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23 人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

23人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

 ペットショップ、訓練所、動物病院 他 

（就職指導内容） 

  ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習、求人票の見方、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ、履歴書記入指導、就職説明会の開催、

面接指導、就職試験応募から就職までの流れ説明・過ごし方説明 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 日本警察犬訓練協会訓練士補、JKC公認訓練準士補 

愛玩動物飼養管理士 1級、愛玩動物飼養管理士 2級 

ｻｰﾋﾞｽ接遇検定 3級、損害保険募集人 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  46人 4人  8.7％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更、経済的理由 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 担当制を布いており、各学年に担当を配置している。学業面で、学業不振、出席不

足等あれば、個別面談・相談・指導を行いサポートしている。 

 学生生活面においても、個別相談に応じる等し、適切に助言できる体制を整えてい

る。併せて、保護者との連絡調整を行い、家庭と学校で統一認識及び対応ができる体

制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文 化 ・ 教 養 

専門課程 

動物管理学科 

ﾄﾞｯｸﾞｾﾗﾋﾟｰｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 

 

84単位時間／単位 

35   

単位時間

/単位 

49   

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

84単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 32人 0人 1人 12人 13人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 授業科目ごとに、「単位数」「対象学科」「授業形態」「必修・選択の別」「開講

時期」「担当者名（実務経験歴等）」「授業目的」「達成目標」「授業内容とスケジ

ュール」「授業時間外に必要な学修」「テキスト」「参考書」「成績評価」について

記載したカリキュラムブックを作成し全学生に公表、配布している。その中で、卒業

までの履修一覧表も公表、配布している。 

 各科目のシラバスに関しては、毎年次年度担当教員に対し、11月頃を目途に作成、

変更等の依頼をし、翌年 2月頃を目途に、取りまとめ、校正を行い、3月中に刊行、

4月に公表・配布している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１ 成績評価 

①各科目とも試験及び平素の学習活動を考慮し総合評価する。（100点満点） 

②再試験で60点以上の得点があっても、評価は60点とする。 

 

２ 成績の評定 

  次のように定める。 

評 定 評    価 判 定 

優 ８０点以上 単位認定 

良 ７０点以上  ７９点以下 単位認定 

可 ６０点以上  ６９点以下 単位認定 

不可 ５９点以下 単位不認定 

 

３ 試験の時期･方法等 

①  前期・後期の定期試験を一定の時期に行う。 

ただし、科目によっては定期試験の日程より以前に行うものもある。 

      その日程は１週間前に掲示する。 

②  試験の方法は、筆記、口述、レポート、実技等の中から担当教員が定め 
る方法で行う。 

⑮   定期試験を欠席した場合は、再試験を受験すること。 

⑯   定期試験で、成績が５９点以下の場合は再試験を受験すること。 
⑰  授業出席時間数が授業実施時間数の３分の２に満たない者は定期試験     

受験資格がないものとする 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１．卒業認定 

卒業の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる卒業判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長が学園長と協議の上これを認定する。 

する。 

２．進級認定 

 進級の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる進級判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長がこれを認定する。 

学修支援等 

（概要） 

担当制により各学年に担当を配置し、学生との連絡、相談体制を整えている。 

遅刻、欠席等頻回な学生や成績不振等の学生があれば面談等により個別指導・相談を行

う等してサポートしている。欠席、遅刻等が目立つ学生に関しては、担当を中心に保護者

へ連絡し出席等を促し、注意喚起を行う等して学業に遅れがでないよう、また、退学、留

年等を防ぐよう努めている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 11 人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

7人 

（  63.6％） 

4人 

（  36.4％） 

（主な就職、業界等） 

 ﾍﾟｯﾄｼｮｯﾌﾟ、一般 他 

（就職指導内容） 

  ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習、求人票の見方、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ、履歴書記入指導、就職説明会の開催、

面接指導、就職試験応募から就職までの流れ説明・過ごし方説明 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ｱﾆﾏﾙｾﾗﾋﾟｽﾄ、ﾍﾟｯﾄｼｯﾃｨﾝｸﾞ 

愛玩動物飼養管理士 1級、愛玩動物飼養管理士 2級 

ｻｰﾋﾞｽ接遇検定 3級、損害保険募集人、介護職員初任者研修 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  30人 4人  13.3％ 

（中途退学の主な理由） 

 体調不良（持病悪化）、進路変更、経済的理由 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 担当制を布いており、各学年に担当を配置している。学業面で、学業不振、出席不

足等あれば、個別面談・相談・指導を行いサポートしている。 

 学生生活面においても、個別相談に応じる等し、適切に助言できる体制を整えてい

る。併せて、保護者との連絡調整を行い、家庭と学校で統一認識及び対応ができる体

制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文 化 ・ 教 養 

専門課程 

動物管理学科 

専攻科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 

 

92単位時間／単位 

    

単位時間

/単位 

    

単位時間

/単 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

92単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 0人 0人 0人 0人 0人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 授業科目ごとに、「単位数」「対象学科」「授業形態」「必修・選択の別」「開講

時期」「担当者名（実務経験歴等）」「授業目的」「達成目標」「授業内容とスケジ

ュール」「授業時間外に必要な学修」「テキスト」「参考書」「成績評価」について

記載したカリキュラムブックを作成し全学生に公表、配布している。その中で、卒業

までの履修一覧表も公表、配布している。 

 各科目のシラバスに関しては、毎年次年度担当教員に対し、11月頃を目途に作成、

変更等の依頼をし、翌年 2月頃を目途に、取りまとめ、校正を行い、3月中に刊行、

4月に公表・配布している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１ 成績評価 

①各科目とも試験及び平素の学習活動を考慮し総合評価する。（100点満点） 

②再試験で60点以上の得点があっても、評価は60点とする。 

 

２ 成績の評定 

  次のように定める。 

評 定 評    価 判 定 

優 ８０点以上 単位認定 

良 ７０点以上  ７９点以下 単位認定 

可 ６０点以上  ６９点以下 単位認定 

不可 ５９点以下 単位不認定 

 

３ 試験の時期･方法等 

①  前期・後期の定期試験を一定の時期に行う。 

ただし、科目によっては定期試験の日程より以前に行うものもある。 

      その日程は１週間前に掲示する。 

②  試験の方法は、筆記、口述、レポート、実技等の中から担当教員が定め 
る方法で行う。 

⑱   定期試験を欠席した場合は、再試験を受験すること。 

⑲   定期試験で、成績が５９点以下の場合は再試験を受験すること。 
⑳  授業出席時間数が授業実施時間数の３分の２に満たない者は定期試験     

受験資格がないものとする 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１．卒業認定 

卒業の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる卒業判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長が学園長と協議の上これを認定する。 

する。 

２．進級認定 

 進級の認定に当たっては、学生の単位の修得状況及び出席時数及び平素の学習の学

習成績等を基礎（年度末に行われる進級判定会議において審議し校長に報告する。）

として、校長がこれを認定する。 

学修支援等 

（概要） 

担当制により各学年に担当を配置し、学生との連絡、相談体制を整えている。 

遅刻、欠席等頻回な学生や成績不振等の学生があれば面談等により個別指導・相談を行

う等してサポートしている。欠席、遅刻等が目立つ学生に関しては、担当を中心に保護者

へ連絡し出席等を促し、注意喚起を行う等して学業に遅れがでないよう、また、退学、留

年等を防ぐよう努めている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 3人 

（100％） 

0人 

（   0％） 

3人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

 福祉関係施設、ﾍﾟｯﾄｼｮｯﾌﾟ 

（就職指導内容） 

  ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実習、求人票の見方、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ、履歴書記入指導、就職説明会の開催、

面接指導、就職試験応募から就職までの流れ説明・過ごし方説明 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 愛玩動物飼養管理士 1級、愛玩動物飼養管理士 2級 

ﾒﾃﾞｨｶﾙｱﾛﾏﾃﾗﾋﾟｽﾄ、介護職員初任者研修 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  3人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 担当制を布いており、各学年に担当を配置している。学業面で、学業不振、出席不

足等あれば、個別面談・相談・指導を行いサポートしている。 

 学生生活面においても、個別相談に応じる等し、適切に助言できる体制を整えてい

る。併せて、保護者との連絡調整を行い、家庭と学校で統一認識及び対応ができる体

制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

動物看護

学科 
100,000 円 660,000円 540,000円 

施設設備費 300,000 円      

実験実習費 240,000 円 

動物管理

学科 

ｸﾞﾙｰﾐﾝｸﾞ 

ｺｰｽ 

100,000 円 600,000円 480,000円 
施設設備費 270,000 円      

実験実習費 210,000 円 

動物管理

学科 

ﾄﾞｯｸﾞ   

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

ｺｰｽ  

100,000 円 600,000円 480,000円 
施設設備費 270,000 円 

実験実習費 210,000 円 

動物管理

学科 

ﾄﾞｯｸﾞｾﾗﾋﾟ

ｰｺｰｽ 

100,000 円 600,000円 480,000円 
施設設備費 270,000 円      

実験実習費 210,000 円 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://animal.ac.jp 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

動物関係業界代表者、有識者、卒業生代表、学術機関、高等学校、地域代表等を学校

関係者評価委員会のメンバーに委嘱し、学校内で行った自己点検評価の公平性につい

て議論、評価を行い、学校運営・経営の適正化に関する意見を聴取し、公正な学校教育

に資する。また聴取した意見を公開する。 

 上記内容に基づいて、「学修成果」・「教育活動」等、管理運営面においては「学生

募集」・「財務」等を主な評価項目とし、学校評価委員会メンバー（動物関係業界、有

識者、卒業生代表、学術機関、高等学校、地域代表等）それぞれの立場から現状評価を

行う。学校評価委員会メンバーの評価を、教育内容、学生指導へと活用し、適した内容

へと変革する。管理・運営に関する面では、学校運営に反映し、教学と相まって本校の

運営が円滑なものとなるよう体系的に実施している。 

評価・計画委員会規定を設け、公表している。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

ハーバー動物病院 院長 R5.4.1～R7.3.31 動物関係業界委員 

株式会社 ターク 社長 R5.4.1～R7.3.31 動物関係業界委員 

広島県獣医師会 R5.4.1～R7.3.31 動物関係業界委員 

株式会社 ターク 

卒業生代表 
R5.4.1～R7.3.31 卒業生代表委員 

並木学院高等学校 R5.4.1～R7.3.31 教育関係委員 

セブンイレブン広島じぞう通り店 

オーナー 
R5.4.1～R7.3.31 地域代表委員 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページにて公表している。 

http://animal.ac.jp 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://animal.ac.jp 

 

 


